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文地理』、『地理 A』、『地理 B』、『地理』などは教科書名である。表 1 のように、日本の高校地理教科書は時期
によって、その学習内容と単位数が異なる。1947～62 年の「人文地理」は 5 単位であり、選択科目である。
1963～72 年の「地理 A」（3 単位）と「地理 B」（4 単位）は共に系統地理であり、必修科目になっている。1973
～81 年の「地理 A」は系統地理であり、必修科目である反面、「地理 B」は世界地誌であり、選択科目になっ
ているが、履修単位は 2 科目とも 3 単位である。1982～93 年の「地理」は系統地理と世界地誌の合冊であり、
4 単位で選択科目である。そして 1989 年版の学習指導要領では、それまでの高校社会科科目の全体目標に代
わり、「地歴科」「公民科」それぞれの目標が設定され、地理科目は「地歴科」に属することになった。従来の
系統地理と世界地誌を地理科目別にはっきり分けることなく、単位と内容により、2 単位の「地理 A」と 4 単
位の「地理 B」が設けられ、現在まで至っている。この 2 つの科目とも選択科目になっている（中田、2016）。
1989 年版の学習指導要領の「地理 A」は、異文化理解や地球的な課題を地域的に考察させることが主な学習内






表 1 学習指導要領の改訂に伴う地理教育制度の変遷と高校地理教科書の学習内容 

























1963 年『地理 A』・『地理 B』 
1967 年『新編地理 A』・『新編地理 B』 
1970 年『新訂地理 B』 




「地理 A」3 単位（系統地理）必修科目 
「地理 B」3 単位（世界地誌）選択科目 
1973 年『地理 B』，1974 年『地理 A』 
1976 年『新訂地理 A』・『新訂地理 B』 













「地理 A」2 単位 選択科目 
「地理 B」4 単位 選択科目 
1994 年『環境と人間−地理 A』・『地理 B』




「地理 A」2 単位 選択科目 
「地理 B」4 単位 選択科目 
2003 年『地理 A』・『地理 B』 



















































































































































































































































































「地理 A」2 単位 選択科目 
「地理 B」4 単位 選択科目 
2013 年『地理 A』、2014 年『地理 B』 





（2）1973～2006 年  
本期は「地理 B」が世界地誌であった 1973～81 年、系統地理と世界地誌が一本化された 1982～93 年、地





界地誌が「地理 B」として設置されたのである（表１）。本期に出版された『地理 B』（1973）、『新訂地理 B』
（1976）、『改訂地理 B』（1979）の台湾に関する記述が増えたことが分かる（図 1）。特に、1973 年に出版さ









1989 年版高校地理学習指導要領により、地歴科が設置され、単位数と内容が異なる「地理 A」（2 単位）と
「地理 B」（4 単位）が現れ、地理科目においては、系統学習が中心で、生活と文化という新しい内容が登場し
た。台湾の記述の対象は、系統地理と世界地誌が一本化された 1982～93 年と変わらない。 
 
（3）2007 年～現在 



































同じ記述が 2008 年の『地理 B』ではコラムになっている。そしてその後、記述の内容と関係なく、台湾に関









時期を通じて教科書全体で占める割合は 0～0.36％しかなく、少ない、○2 台湾の記述量は 1973 年の『地理 B』
から次第に減っていく傾向を示しており、記述がない教科書も複数出版されている。また、記述対象について















記述の質的な大きな特徴として、以下の 2 点を挙げることができる。 
１つ目は、日本の高校地理教科書における台湾の扱い方である。1947～72 年に出版された教科書は、中国
と台湾を並行して記述している。つまり、中国と台湾は２つの国として書かれており、台湾は独立国として扱


















































2004 年の『新地理 A 最新版』、2007 年の『新詳地理 B 初訂版』、2008 年の『新地理 A 初訂版』において、
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